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2単位数

開講期・曜日・時限

主題と概要

ホテル観光・ブライダルビジネスに興味がある学生を対象に、日本及び海外のブライダルの概要を理解し、新たな視点でビジネスプランを構築するスキルの修得を目指します。ブライダルビジネスが観光業
や地域づくりと密接に関連していることを理解し、「ウェディングケーキコンクール」を企画・運営します。スウィーツをはじめとした神戸の観光資源の活用の可能性を発見し、情報発信することができま
す。コンクールの企画・運営を通して、企画力、情報発信力、組織運営能力を高めることができます。

到達目標

1.欧米のブライダル文化やブライダルビジネスについて理解できる。
2.様々な民俗の通過儀礼としての結婚式や婚姻制度を理解できる。
3.観光とブライダルビジネスの連関について理解できる。
4.観光資源の発掘と活用について、自身の見解を持つことができる。
5.イベントの企画・運営をすることができる。

提出課題

ウェディングケーキや神戸の観光資源についてのレポート及びプレゼン資料。

履修にあたっての注意・助言他

レポート　　３０％
グループワーク参画態度　７０％

評価の基準

観光とブライダルビジネスについて、新聞報道やSNS,情報誌などから常に情報を収集してください。収集した情報を分析し、自らの視点で課題を発見し、意見を発表してください。

ナンバリング・コ
ード履修開始年次 ２年生

教科書
.使用しない.

その他

必要に応じて資料を配布、もしくはポータルにアップします。

1.ガイダンス：世界が注目する日本のブライダルビジネス
2.ウェディングケーキの歴史とトレンド
3.イベント企画：ケーキコンクールの企画
4.イベント企画：ケーキコンクールの広報
5.観光とブライダル：地域資源の発掘と活用法
6.観光とブライダルビジネス：海外リゾートウェディング
7.欧米のブライダル文化とアメリカのブライダルビジネス
8.イベント企画：ケーキコンクール集計と作家へのプレゼンテーション
9.日本・中国・韓国におけるブライダルビジネスの交流
10.観光とブライダル：国内リゾートウェディング
11.観光とブライダル：ファッション・スウィーツ・ウェディングの街神戸
12.イベント企画　プレゼン資料制作
13.イベント企画　ケーキコンクールの運営計画
14.イベント企画　ケーキコンクールの実施
15.イベント企画　ケーキコンクールの振り返り

授業計画

授業で情報検索したり、台本やプレゼン資料を制作するため、パソコンなどを持参ください。

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

各国のブライダル文化や神戸の観光資源などについて、情報を収集・整理し、発表できるように準備をしてっください。（予習・復習各１２０分）イベント企画にあたっては、自身の担当業務を責任をもって行って
ください。

授業形態

レポートやプレゼンテーションについて授業内でフィードバックします。

　 〇

〇 〇

〇〇

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

授業のテーマに基づき情報収集したうえでのディスカッションやグループワークを行います。それらを通して、新たな発想や他者理解の視点を得ることができます。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験あり。（公社）日本ブライダル文化振興協会任命　ブライダルコーディネート職種技能検定「指定試験機関技能検定委員」として、国家検定ブライダルコーディネート技能士の問題策定会議に参加し、１、
２級の実技試験の試験観を勤めています。ホテルバンケットマネージャーコンベンションでの講演や若手コンベンションの審査員などを勤め、業界の発展に努めてきました。また、行政の喫緊の課題である婚姻率ア
ップの為、四日市市の婚活支援事業に参画するなどしてきました。ブライダルプロデュース会社経営、結婚式場顧問など、ブライダル業界を中心に広く企業の人材育成を担った経験を活かし、これからのブライダル
業界に求められる発想力や実行力を養います。

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

様々な国や民族における婚礼文化を理解し、視野を広めることは、世界を舞台に活躍するビジネスパーソンの育成に繋がります。また、独自の視点で地域の課題や観光資源を発見し、ビジネスモデルを企画すること
は、本学の学位認定・学位授与の方針と一致します。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

.なし.

前期 月曜日 ３時限

参考図書




